
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県教育委員会 平成 22年度いのちの教育総合支援事業 

「生命の誕生 ～受け継がれてい

くいのち、大切にしよう ぼく

のいのち、私のいのち～」 

（総合的な学習の時間） 

富山市立東部小学校４学年児童 

平成２２年１１月２６日実施 

【いのちの先生】 

酒井 照枝先生 

石黒 幸子先生 

橋爪 美幸先生 

・富山県立中央病院 助産師 

【授業の概要】 

１ 「いのちの先生」の紹介 

２ 「いのちの先生」の話 

 (1) 生命の始まりと生まれるまでの様子 

 (2) 胎児の心音と今の自分の心音 

 (3) 出産時の様子や周囲の人の思い 

 (4) いのちの記念日 

 (5) まとめ 

３ 今日の授業の感想 

 

 

 

 児童の感想 

 

 ぼくも生まれるとき、最初が 0.2 ㎜の大きさで、お

母さんのお腹にある子宮の中で栄養や酸素をもらって

育っていたと聞いてびっくりしました。0.2 ㎜から今

の自分になっているなんて驚きました。赤ちゃんが生

まれてくるときは、赤ちゃんもお母さんもがんばって

いるんだなあと思いました。 

 今日のいのちの授業で、いのちは大切なものなのだ

と本当に思いました。「今の自分は、お母さんやお父さ

んに大事に育ててもらったんだ。」だから、このいのち

を大切にしようと思いました。 

保護者から寄せられた感想 

 

 いのちの授業に参加して、妊娠したときの喜び、10 か

月間自分のお腹の中でいのちが育って生まれてきてくれ

た喜びやその時の体験がよみがえってきて、温かい気持

ちになりました。いのちの授業の日が私の誕生日でもあ

ったので、学校から帰ってきた息子に「元気に生まれて

きて、今こうして元気いっぱいに育ってくれていること

が一番うれしい誕生日プレゼントだよ」と伝えることが

できました。 

なかなか子どもたちと「いのち」についてじっくり話

し合う時間はもてないのですが、これから子どもの誕生

日には、お腹にいるときや生れたときの様子などの話を

聞かせ、自分のいのちの始まりを感じ取れる日にしたい

なあと思います。 

 私も、これから子育てに悩んだとき、この授業を思い

出して「生まれてきてくれてありがとう」と生まれてき

てくれたことを素直にうれしく思い、感動した原点に戻

りたいと思います。  

 



 

 

 
 

 

 
 

 私を生んでくれてありがとう。 

 もし、私が生まれていなかった 

 
なら、学校にも登校したりできなか 

っただろうし、もちろん、お母さん 

やお父さんにも会えなかったから、 

 生まれてこれてとてもよかったと

おもお 
思います。お母さん、お父さん、 

ありがとう。 

 

 

 ○○が生まれて、早いもので９ 

年の歳月がたちました。 

いのちは、神様が与えてくださ 

った大切ないのちです。一日一日 

を精一杯頑張って過ごしてくださ 

 い。勉強に、遊びに、日々感謝の 

気持ちを忘れずにがんばれ。 

 

 

父より 

 私が生まれてから１０年間育て 

てくれてありがとう。パパとママ 

のおかげで、○○はこんなに大きく 

なりました。パパとママが出会って 

結婚して、私がこの家に生まれてく 

ることができて、本当によかった 

です。 

 私を産んでくれて、 

本当にありがとう。 

 

 たくさんの人の中でパパとママが 

出会って、たくさんの細胞の中のたっ

た 
た一つから今のあなたが生まれまし

た。 
た。ほんの少し違っていたら、今の 

あなたはいなかったんだね。選ばれて 

望まれてこの世界に生まれてきて１０ 

年。小さな細胞からこんなに大きくな 

りました。すごいね。不 

思議だね。あなたの 

笑顔、優しさが何より 

 家族へ  ○○へ 

 パパとママへ  ○○へ 

の宝物です。 


